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１．はじめに 

津波による犠牲者を慰霊・供養すること，被災経

験や教訓を後世に伝え残し，津波による被害を低減

することなどを目的として建立された石碑（以下，

津波碑）が被害の軽減に一役を担うことが期待され

ている．これまで甚大な津波被害を数多く経験して

いる我が国には，津波碑が数多く存在する 1)．2011

年に多くの犠牲を出した東日本大震災後において

も，津波碑を建立して未来へのメッセージを残す動

きが各地で進んでいる 2)．また国土地理院は自然災

害伝承碑の情報を地形図等に掲載することにより，

過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切に伝える

とともに，教訓を踏まえた的確な防災行動による被

害の軽減を目指すために「自然災害伝承碑」という

地図記号を新たに制定した 3)． 

津波碑による人的被害軽減の効果が発揮されるた

めには 1)どのような教訓が残されているか，2)起こ

りうる津波浸水域に対してどのような位置関係にあ

るか，3)どこでどのようなメッセージが残されてい

るかが重要であると言われている 4)．これまでにこ

れら３つについて明らかにしたものは平川ら 4)の岩

手県を対象にしたものに留まっており，南海トラフ

地震想定エリアについてこれらは明らかにされてい

ない． 

以上より，本研究では，南海トラフ地震想定エリア

である高知県を対象想定の津波の浸水域と津波碑の

位置関係，碑文内容などの津波碑特性を整理し，現地

調査・分析を実施し，岩手県との比較分析を行い，そ

の傾向を明らかにすることを目的とする．これが明

らかになれば，今後の減災に向けた津波碑の活用を

議論するための知見となりうる． 

２．研究概要 

(1)対象地域及び対象津波碑 

  本研究では高知県の沿岸部を対象地域とする．ま

た既存の高知県の津波碑のデータベース 5)において

緯度・経度の情報が取得でき，高知県で被害のあった

津波を対象としている津波碑40基と現地調査で新た

に発見した津波碑の合計 41 基を分析対象とする． 

(2)研究方法 

まず既存の高知県の津波碑のデータベース 5)から

津波碑の地震記録（地震イベント名），場所（住所），

緯度・経度，築年日（建立日），施主（建立者），岩石

の種類，碑文内容，津波碑名の種類の情報を取得し

た．また碑文内容については文献 6)から情報を補完

した．次に取得した津波碑の位置情報と津波の想定

浸水域(L1,L2)7)を GIS で重ね合わせた．次に取得し

た位置情報を頼りに現地調査を実施し，津波碑の周

辺環境などの情報を取得した．最後にできあがった

データベースの分析を実施した． 

３．結果 

(1)津波碑の分類の設定 

既往研究によると齋藤 8)は東北地方において，慰霊

型，祈念型，教訓型（標語系，箇条系）と分類し，井

若ら 9)は徳島県において地震津波の形相，教訓とす

る行動，犠牲者の供養，復興再建の記念と分類し，石

橋ら 10) は和歌山県において被害・教訓伝承，犠牲者

供養，偉業顕彰，到達記録と分類している．これらを

参考にし，本研究では高知県の津波碑を教訓型，被害

記録型，到達点系，慰霊・供養型，復旧記念型と分類

した．その碑文内容を基に以上の分類への当てはめ

を行った．津波碑の中には以上の分類が複数該当す

るものがあった．  

(2)津波碑の分類と対象イベント 

高知県の津波碑を津波碑の分類と対象イベントで

整理したものを表‐1 に示す．平川ら 4)の岩手県の津

波碑を対象とした研究と比較すると，岩手県では慰

霊型の津波碑が全体の津波碑の 47.2%となっている．

岩手県において，地域にある慰霊碑の前で毎年，慰霊
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祭を実施していた地域では，東日本大震災では犠牲

者が発生しなかった傾向が確認されている 11)．この

ことは，「津波碑がある」だけではなく，「地域が津波

碑を使う・関わりをもつ」ことが記憶継承や被害抑

止・軽減に影響すること可能性があることを示唆し

ている．高知県内に存在していた慰霊・供養型の津波

碑の一部には供物があること現地調査で確認してお

り，このような津波碑がある場所では「地域が津波碑

を使う・関わりをもつ」ことが日常的に行われている

と考えられる．一方，高知県では，その慰霊・供養型

の津波碑は全体の 19.5%と少ない．そのため高知県

では，「地域が津波碑を使う・関わりをもつ」という

機会が少ないと考えられ，津波の記憶継承や被害抑

止・軽減に課題がある可能性がある． 

(3)津波碑の分類と津波の想定浸水域 

  高知県と岩手県の津波の浸水域で整理したものを

表‐2 に示す．平川ら 4)の岩手県の津波碑を対象とし

た研究と比較すると，岩手県では全体の 63.6%の津

波碑が明治三陸津波，昭和三陸津波，東日本大震災津

波の浸水を免れている．そのため，岩手県では津波避

難の目安の一つとして津波碑を活用できる可能性が

あった．一方，高知県では，全体の 22.0％の津波碑し

か L2（最大クラス）津波の想定浸水を免れることが

できない．そのため高知県では津波避難の目安とし

ては津波碑を活用することは難しく，慎重な議論が

必要である． 
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表- 2 津波碑の分類と津波の浸水域の関係 

平川ら(2016)を修正 

津波碑
基数

3回とも浸水
11

6.3%
2回浸水

16
9.1%

1回浸水
37

21.0%
非浸水

112
63.6%

176

建
立
地
点

計

津波碑
基数

L1内
14

34.1%

L1外・L2内
18

43.9%

L2外
9

22.0%
41

建
立
地
点

計

表- 1 津波碑の分類と対象イベントの関係 

教訓型 被害記録型 到達点型 慰霊・供養型復旧記念型
宝永地震
(1707年)

0
0.0%

４
9.8%

1
2.4%

2
4.9%

0
0.0%

4
9.8%

安政地震
(1854年)

9
22.0%

17
41.5%

2
4.9%

4
9.8%

0
0.0%

19
46.3%

昭和南海地震
(1946年)

4
9.8%

9
22.0%

6
14.6%

0
0.0%

2
4.9%

14
34.1%

複数イベント
2

4.9%
4

9.8%
1

2.4%
2

4.9%
1

2.4%
4

9.8%

計
15

36.6%
34

82.9%
10

24.4%
8

19.5%
3

7.3%
41

津波碑の分類
計

対
象
イ
ベ
ン
ト
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